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9
月
18
日
㈪
・
㈷
は
「
敬
老
の
日
」
で
す
。

　
「
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
く
し
て
き
た
老
人
を
敬
愛
し
、
そ
の
長
寿
を
祝
う
」
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
、
1
9
6
6
年
（
昭
和
４１
年
）
に
国
民
の
祝
日
と
し
て
制

定
さ
れ
、
2
0
0
3
年
（
平
成
１５
年
）
か
ら
は
９
月
の
第
３
月
曜
日
に
な
り
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
９
月
15
日
は
、
老
人
福
祉
法
で
定
め
る
「
老
人
の
日
」
、
９
月
15
日
〜
21
日
は
、
同
法
に
定
め
る
「
老
人
週
間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
身

近
に
い
る
高
齢
者
の
人
と
話
を
し
て
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問い合わせ先　
高齢課高齢者支援担当
☎︎（５８４）１１１１（代表）
F（５８４）３０９０

祝　辞
　「敬老の日」に当たり、皆さまのご長寿に対し、心
からお祝い申し上げます。
　今年は、史上最年少プロ棋士が、前人未到の連
勝記録を作りました。その最初の対戦相手となった
福岡県出身の史上最年長プロ棋士など多くの先達
が、希代の天才の成長を温かく見守り、将棋界全体
で育てようとする姿は、心を打つものがあります。
　足元に目を転じますと、本市においては多くの高齢
者の皆さまが毎朝、交差点に立って、子どもたちの登校
する姿を見守っておられます。
　また、コミュニティ・スクールの定着に伴い、子ど
もたちがさまざまな地域行事に参加する中で、地域
の方々に育てられ、次代を担うべく社会性を高めてい
ます。
　人口減少問題をはじめ、我が国には、さまざまな課
題が山積していますが、世界に誇れる豊かな長寿社
会を実現された皆さまが、今なお次の世代を見守り、
育てていこうとされる意思は、必ず引き継がれ、この
国に新たな歴史を紡いでいくことでしょう。
　今年も皆さまとともに、この良き日を迎えられましたこ
とを、心からお喜びいたしますとともに、皆さまがいつ
までも健やかにお過ごしいただくことをお祈りし、祝辞
といたします。
　平成二十九年九月

春日市長　井
いのうえ

上　澄
すみかず

和
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タ
イ
プ
の
タ
イ
ピ
ス
ト
と
し
て
就
職
し
、
香

港
の
銀
行
や
上
海
で
も
働
い
て
い
ま
し
た
。

当
時
は
太
平
洋
戦
争
中
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
上
海
で
は一時
期
、
軍
の
タ
イ
ピ
ス
ト

と
し
て
軍
服
を
着
用
し
て
働
い
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
兵
隊
か
ら
逃
げ
た
り
、
銃
口
を

向
け
ら
れ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。「
銃
口
を
向
け
た
兵
隊
に
怒
鳴
り
返

し
ま
し
た
よ
。ま
る
で
映
画
の
よ
う
で
し
た
」

と
笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

終
戦
後
の
昭
和
21
年
に
、
初
め
て
日
本

の
土
を
踏
み
ま
し
た
が
、
台
湾
に
帰
り
た

く
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
帰
国

後
は
銀
行
に
勤
め
、
銀
行
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
し
ば
ら

く
し
て
、
夫
の
譲ゆ

ず
るさ
ん
と
知
り
合
い
結
婚

し
ま
す
が
、
自
分
よ
り
９
歳
年
下
だ
っ
た
こ

と
は
結
婚
し
て
か
ら
知
っ
た
そ
う
で
す
。
譲

さ
ん
は
写
真
が
趣
味
で
、
か
な
り
の
腕
前

だ
っ
た
と
の
こ
と
。
部
屋
に
は
譲
さ
ん
の
撮
っ

た
写
真
を
、い
く
つ
も
飾
って
い
ま
す
。「
主

人
は
12
年
前
に
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
幸

せ
で
し
た
」と
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

　

趣
味
の
編
物
や
ヨ
ガ
を
20
年
続
け
て
い

た
亀
井
川
さ
ん
。
友
人
た
ち
か
ら
は「
お

し
ゃ
れ
で
、
気
持
ち
が
若
い
」と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
長
寿
の
秘ひ

訣け
つ
は
、
と
の
問
い
に

「
束
縛
さ
れ
る
の
を
嫌
い
、
自
由
に
生
き
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
体
を
動
か
す
こ
と

が
大
切
で
す
」と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今

は
、
近
所
の
友
人
と
の
お
し
ゃべ
り
や
、
昔

の
同
僚
と
連
絡
を
取
る
の
が
楽
し
み
だ
そ

う
で
す
。
最
後
に
、
長
年
の
経
験
か
ら「
若

い
人
は
、
も
っ
と
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す
」と
私
た
ち
に
向

け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

　
ご
近
所
さ
ん
や
友
人
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で一人
暮
ら
し
を
続

け
る
亀
井
川
さ
ん
。
若
々
し
く
、
そ
し
て

力
強
く
話
を
す
る
亀
井
川
さ
ん
の
姿
に
、

元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
長
年
の
社
会
貢
献
に
感

謝
し
、
市
か
ら
祝
い
金
・
祝
い
品
を

贈
呈
し
ま
す
。
９
月
中
旬
か
ら
順
次
、

贈
呈
を
開
始
し
ま
す
。

対
象
・
贈
呈
内
容

▽
80
歳（
昭
和
12
年
４
月
１
日
〜
昭
和

13
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）お
よ
び

90
歳（
昭
和
２
年
４
月
１
日
〜
昭

和
３
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）の
人　

５
０
０
０
円

　
※
各
自
治
会
を
通
じ
て
贈
呈
し
ま
す
。

▽
１
０
０
歳（
大
正
６
年
４
月
１
日
〜
大

正
７
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）の
人　

１
万
円

▽
１
０
１
歳
以
上（
大
正
６
年
３
月
31

日
以
前
生
ま
れ
）の
人　
祝
品

※
１
０
０
歳
以
上
の
人
は
、
市
か
ら
贈

呈
し
ま
す
。

※
今
年
度
か
ら
、
対
象
者
と
贈
呈
内

容
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
高
齢
者
支

援
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
表
）

F（
５
８
４
）３
０
９
０

敬
老
の
日
に
ち
な
み
、
市
内
の
元
気
な
高

齢
者
を
紹
介
し
ま
す
。

亀か
め
い
が
わ

井
川
み
ち
子こ

さ
ん（
松
ヶ
丘
）

　
大
正
６
年
生
ま
れ
の
亀
井
川
さ
ん
。
今
年

の
４
月
１
日
に
１
０
０
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

　
「
足
が
悪
い
か
ら
座
っ
た
ま
ま
で
す
み
ま

せ
ん
」と
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
が
、

と
て
も
１
０
０
歳
と
は
思
え
な
い
若
々
し
い

す
て
き
な
女
性
で
し
た
。

　

父
親
の
仕
事
の
関
係
で
、
台
湾
で
生
ま

れ
育
ち
、
２
年
お
き
に
引
っ
越
し
を
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
少
女
時
代
は
お
て
ん

ば
で
、
学
校
か
ら
帰
る
と
は
だ
し
に
な
り
、

男
の
子
た
ち
と一緒
に
ガ
ジ
ュマ
ル
の
木
に
登

り
、
手
を
マ
メ
だ
ら
け
に
し
て
遊
ん
で
い
た

そ
う
で
す
。

　
学
校
卒
業
後
は
、
台
湾
総
督
府
に
邦
文

「
高
齢
者
祝
金
・

祝
品
」の
ご
案
内

１００
歳
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

▶︎
亀
井
川
さ
ん
と
友
人
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地区 クラブ名 会長名 電話番号

東

千歳町 千
せん

寿
じゅ

会
かい

内
うち

田
だ

　哲
てつ

夫
お （501）5069

大和町 大
や ま と

和会
かい

橋
はしづめ

爪　良
りょう

吉
きち （501）4466

宝町 宝
ほう

寿
じゅ

会
かい

弓
ゆみかけ

掛　弘
ひろみち

達 （585）9448

光町 光
こうえいかい

永会 中
なかしま

島　千
ち

春
はる （585）5943

小倉東 春
しゅん

光
こうかい

会 渡
わたなべ

邉　幸
さち

子
こ （573）0132

若葉台西 西
にし

若
わか

葉
ば

会
かい

伊
い

藤
とう

　徹
てつ

也
や （572）3927

若葉台東 東
ひがし

若
わか

葉
ば

会
かい

福
ふく

田
だ

　忠
ただ

三
ぞう （581）4978

西

昇町 白
はく

寿
じゅ

会
かい

吉
よし

野
の

　喜
き

八
はち

郎
ろう （571）5257

下白水北 松
まつ

葉
ば

会
かい

柴
しば

田
た

　俊
しゅん

太
た

郎
ろう （591）0561

下白水南 あすなろ会
かい

土
つち

持
もち

　綱
つな

亮
あき （574）2434

泉 いずみ会
かい

飛
とび

永
なが

　直
なお

子
こ （581）7860

上白水 白
はくすいかい

水会 金
かなどう

堂　長
ながとし

利 （501）3999

天神山 天
てんじんかい

神会 樋
ひ

口
ぐち

　義
よしみつ

満 （501）6650

白水ヶ丘 元
げん

気
き

の会
かい

笹
ささぶち

渕　善
よしゆき

之 （592）8133

白水池 池
いけ

の友
とも

小
お

川
がわ

　全
たけ

也
なり （501）4795

南

大谷 南
なん

寿
じゅ

会
かい

赤
あかとき

時　数
かずひろ

博 （573）8426

紅葉ヶ丘 紅
こうようかい

葉会 永
なが

田
た

　智
ともゆき

幸 （585）1466

ちくし台 睦
むつみ

会
かい

飯
いい

田
だ

　秀
ひでとし

利 （586）4969

春日 若
わかみずかい

水会 白
しろうず

水　和
かずひさ

久 （581）2169

惣利 ことぶき会
かい

磯
いそ

部
べ

　正
しょう

二
じ （596）7551

松ヶ丘 松
まつ

の実
み

会
かい

光
みついし

石　弘
ひろ

志
し （596）6639

平田台 緑
りょく

翆
すい

会
かい

芦
あし

田
だ

　臣
たみ

雄
お （595）1935

北

桜ヶ丘 松
しょうじゅ

寿会
かい

百
もも

田
た

　幸
こう

之
の

助
すけ （501）3564

須玖北 福
ふく

寿
じゅ

会
かい

田
た

島
じま

　豊
ゆたか （573）5648

日の出町 高
たかさごかい

砂会 勝
かつ

谷
や

　勉
つとむ （582）4757

岡本 仙
せん

寿
じゅ

会
かい

佐
さ

藤
とう

　英
ひで

雄
お （591）0096

須玖南 南
みなみ

福
ふく

寿
じゅ

会
かい

井
いのうえ

上　久
ひさし （585）1563

弥生 弥
や よ い

生クラブ 服
はっとり

部　浩
こう

治
じ （582）5798

小倉 長
ちょう

寿
じゅ

会
かい

重
しげとみ

富　隆
たか

穗
ほ （571）7156

〇地区単位シニアクラブ一覧 （平成29年4月1日現在、敬称略）

　シニアクラブ（旧老人クラブ）は、おおむね60歳
以上の人の自主的な集まりです。約1840人の会員
が、生きがい・健康・仲間づくりを目的として、さま
ざまな活動を行っています。
　趣味・スポーツなどのグループ活動への参加は、
認知症、うつ、転倒の予防にも効果があるという国
の研究結果もあります。
　興味がある人は、ぜひ一緒に楽しく活動してみま
せんか。

●シニアクラブの活動内容
①健康づくり・介護予防活動（グラウンド・ゴルフ、

健康講座など）
②趣味・文化活動（園芸、カラオケなど）
③レクリエーション・イベント（旅行、演芸大会、子

どもとの交流など）
④社会貢献活動（防犯パトロール、児童遊園の清

掃、通学児童の見守りなど）
問い合わせ先　高齢課高齢者支援担当
　☎︎（584）1111（代）
　F（584）3090

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
（
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
主
催
）
に
、
お
試
し
で

参
加
で
き
ま
す
。
参
加
は
無
料
で

す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
ま
た
は

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
関
心
が

あ
る
人

持
っ
て
く
る
も
の　
動
き
や
す
い
服

装
、
運
動
靴
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

申
込
方
法　
10
月
6
日
㈮
ま
で
に
、

地
区
単
位
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
一
覧

（
左
上
）
の
会
長
に
申
し
込
む

※
体
力
別
に
コ
ー
ス
を
選
べ
ま
す
。

小
雨
決
行
で
す
。

東
・
南
地
区

日
時　
10
月
19
日
㈭　
午
前
10
時
～

正
午
（
集
合
：
午
前
９
時
30
分
）

場
所　
春
日
公
園
（
集
合
：
第
５
駐

車
場
横　
児
童
コ
ー
ナ
ー
）

コ
ー
ス　
１
周
（
１
・
６
㎞
）
ま
た

は
２
周
（
３
・
２
㎞
）

西
・
北
地
区 

日
時　
10
月
20
日
㈮　
午
前
10
時
～

正
午
（
集
合
：
午
前
９
時
30
分
）

場
所　
白
水
大
池
公
園
（
集
合
：
管

理
棟
前
） 

コ
ー
ス　
１
周
（
２
・
２
㎞
）
ま
た

は
２
周
（
４
・
４
㎞
）

シニア
クラブ
に加入しませんか

「興味はあるけど、
きっかけがない…」
そんなあなたに！

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
の

ご
案
内

※地区により異なります。
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問い合わせ先／秘書広報課広報広聴担当
☎（５８４）１１１１（代）　F（５８４）１１４５

通
算
６
０
０
回
を
達
成

　
平
成
13
年
か
ら
始
ま
っ
た
出
前
ト
ー

ク
。
当
初
か
ら
、
市
長
ら
が
市
内
全
地
区

の
公
民
館
を
訪
問
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
17
年
目
を
迎
え
る
今

年
７
月
18
日
の
松
ヶ
丘
地
区
が
、
通
算
実

施
回
数
６
０
０
回
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
松
ヶ
丘
地
区
の
皆
さ
ん
か

ら
、
く
す
玉
で
お
祝
い
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
和
や
か
に
始
ま
っ
た
ト
ー
ク
も
、

最
後
は
熱
心
に
地
区
の
課
題
に
つ
い
て
意

見
交
換
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者
か
ら
の
主
な
意
見

 

・
道
路
の
改
良

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
便
性
向
上

・
公
園
利
用
の
ル
ー
ル
の
必
要
性

・
高
齢
者
祝
金
制
度
の
見
直
し
方
法

・
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
の

拡
大
要
望

・
防
災
対
策

・
自
治
会
活
動
へ
の
参
加
促
進

・
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
金
や
設
備

・
空
き
家
対
策

・
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策

市
政
の
状
況
と
主
要
な
事
業

 　
出
前
ト
ー
ク
で
は
、
ま
ず
市
長
自
ら
市

政
状
況
に
つ
い
て
、
出
席
者
へ
語
り
か
け

ま
す
。

　
「
最
大
の
課
題
は
、
間
近
に
迫
る
超
高

齢
社
会
へ
の
対
応
で
す
。
人
口
減
少
と
共

に
、
市
の
財
政
状
況
も
厳
し
く
な
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
充
実
の
必
要
性
、
高
齢
者
施
策
の
個
人

給
付
か
ら
『
本
人
・
支
え
る
人
・
見
守
る

人
』
へ
の
見
直
し
、
子
育
て
支
援
や
教
育

施
策
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
」

六
中
・
生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト

　
市
内
全
中
学
校
の
生
徒
会
役
員
と
市
と

の
意
見
交
換
の
場
と
し
て
、
昨
年
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
生
徒
た
ち
は
や
る
気
満
々
。
ス

テ
ー
ジ
上
や
客
席
か
ら
一
斉
に
手
が
挙
が

り
「
災
害
時
に
中
学
生
が
で
き
る
こ
と
は

あ
る
か
」
、
「
市
の
施
策
の
優
先
順
位
は

ど
う
や
っ
て
決
ま
る
の
か
」
、
「
歩
道
が

滑
り
や
す
い
の
で
修
繕
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
大
人
顔
負
け
の
質
問
に
、
市
長
ら
も
感

心
し
き
り
で
し
た
。

　
市
長
を
は
じ
め
執
行
部
が
公
民
館
に
出
向
き
、
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
前
向
き
な
意
見
交
換
を
行
う
出
前

ト
ー
ク
「
市
長
と
語
る
」
。
今
年
も
既
に
半
分
以
上
の

地
区
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
中
学
生
と
の
意
見
交
換
も
実
施

し
て
お
り
、
若
い
世
代
の
意
見
を
市
政
に
生
か
す
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
が
届
い
て
い
ま
す

出
前
ト
ー
ク「
市
長
と
語
る
」

６
０
０
回
達
成

▲松ヶ丘地区でくす玉割り

▲熱心に意見交換がすすみます

▲時間を延長するほど多くの意見が

▲市の将来について語る市長



人と動物が一緒に生きる社会を目指そう！
問い合わせ先 環境課生活環境担当　☎ （５８４）１１１１（代）　F （５８４）１１４７

動物愛護週間

　ペットは大切に育てましょう
　動物の生態・習性などを正しく理解し、健康で安全に
飼育・管理しましょう。
　動物も年を取り、病気にかかることがあります。責任
を持ってペットを最後まで飼うことは、飼い主が果たす
べき責務です。
　ふん尿の処理は適切に
　ふん尿や毛などで地域に迷惑を掛けないように注意
しましょう。散歩中の犬のふんは持ち帰り、排尿後は持
参した水で流しましょう。

　犬の登録と狂犬病予防注
射は、法律で義務付けられて
います。登録をすると「鑑札」
が、予防注射をすると「注射
済票」が交付されます。改め
て確認しましょう。

◎放し飼いをしない
　外で犬を放すことは、他人
の迷惑だけでなく、犬を危険
にさらします。外出の際には
必ずリード（手綱）をつけま
しょう。

◎しつけを行う
　飼い主にとっては気にな
らない鳴き声や臭いを、不快
に感じる人もいます。近隣の
迷惑にならないよう、無駄ぼ
えをしないなどのしつけを
しましょう。

◎猫は室内で飼いましょう
　猫を自由に放すと、ふん尿などで周辺
住民に迷惑を掛けることがあります。ま
た、猫にとっても危険が多いです。

◎不妊・去勢手術を受けさせましょう
　全国で多くの犬・猫が収容され、殺処分されています。不幸なペットを増
やさないためにも、繁殖を望まない場合には、飼い主の責任で不妊・去勢手
術を受けさせましょう。
　手術をすることで、精神的に落ち着きしつけがしやすくなると同時に、病
気の予防にもなります。
　【飼い主のいない猫に餌を与えている人へ】
　飼い主のいない猫にかわいそうだという気持ちで餌を与えるだけでは、
不幸な猫をさらに増やすことになってしまいます。餌を与える場合は、周囲
への影響に配慮して、ルールを守りましょう。

◎飼い主のいない猫の不妊・去勢手術費を補助しています

　迷子にしない
　飼っている動物には標識（首輪、迷子札、鑑札など）を
付けましょう。名札を付けずに行方不明になって保護さ
れた犬や猫は、引き取る人がいない場合、殺処分されて
しまいます。
　もし、飼い犬や飼い猫がいなくなった場合は、すぐに
環境課（市役所３階）や筑紫保健福祉環境事務所、春日警
察署に連絡して探しましょう。

犬 猫 Dog
Cat

鑑
札

済
票

室内飼養のメリット
▶交通事故に遭う危険が無い　　　▶感染症にかかる危険が少ない
▶近所とのトラブルが少なくなる　▶虐待などの被害に遭わない

▶餌を与えたらきちんと後始末をする
▶周囲の迷惑にならないようにふん尿の処理をする
▶子猫がむやみに増えないように不妊・去勢手術をする
▶近所の理解を得るように努力する

▶不妊手術…２万5,000円　▶去勢手術…１万5,000円
※補助には条件があります。

市民ボランティア活動中！　市内で、飼い主のいない猫の過剰繁殖防止と環境維持のための活動をしているボランティアの人たちがいます。活動に関心のある人は問い合わせてください。

　ペットは人の暮らしに安らぎを与えてくれるかけがえのない存在ですが、人によっては動物が苦手で恐怖を感じる人
もいます。適正な飼育を行わないと、近隣住民とのトラブルが起きることもあります。
　９月20日～26日は動物愛護週間です。この機会に、飼い主の責任や、動物との共生について考えてみましょう。
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知っていますか
第三者行為の届出と労災

問い合わせ先  国保医療課国保担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1141

　国民健康保険（以下「国保」）の加入者が、他人（第三
者）の行為によって次のような傷病を受けた場合でも、届
け出により国保を使い、診療を受けることができます。

▷交通事故でけがをさせられたとき
▷他人の飼い犬にかまれたとき
▷他人にけがをさせられたとき
　これらの場合の医療費は、国保がけがをさせた第三
者に代わって医療費を一時的に立て替え、後日その第
三者に過失割合相当額を請求することになります。
　なお、第三者から直接治療費を受け取ったり、示談が
成立していたりする場合は、医療費を加入者の世帯主に

負担してもらうことがありますので注意してください。
　また、仕事中や通勤途中のけがは、労働災害になる
ので国保で診療を受けることができません。
　事故などの状況により、必要な書類が異なります。詳
しくは問い合わせてください。

9月21日〜30日
秋の交通安全県民運動

問い合わせ先  安全安心課防犯安全担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1143

運動の重点と実施事項
　子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の
交通事故防止
▷横断歩道が近くにある場所では、横断歩道を渡り　

ましょう
▷道路への飛び出しや斜め横断の危険性、身近に　　

起きた交通事故について話し合い、交通ルールや　
マナーを守りましょう。

飲酒運転の撲滅
▷飲酒は「絶対にしない、させない、許さない」そして　

「見逃さない」ことを徹底しましょう。
▷車を運転することを知りながら酒を勧めること、酒　

を飲んで運転する恐れのある人に車を貸すこと、　
飲酒運転の人の車に同乗することは犯罪です。お　
互いに注意し合いましょう。

夕暮れどきと夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故
防止
▷夕暮れどき・夜間に外出するときは、反射材用品や明

るい服装を着用しましょう。

▷歩行中や、自転車乗用中の「ながらスマホ」の危険性
や迷惑性について話し合いましょう。

全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい
着用の徹底
▷車両に乗る全ての人がシートベルトを正しく着用し　

ましょう。
▷チャイルドシートは、子どもの体格に合ったものを　

使用し、座席に正しく取り付けましょう。

平成29年
（1～7月末現在）

昨年同時期
との比較

発生件数 436件 -6件
負傷者数 543人 -36人
自転車 91件 -6件
高齢者

（65歳以上） 117件 +13件

飲酒運転 2件 +1件

春日市交通事故発生件数
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申込・問い合わせ先  学校教育課学校教育担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1153

新小学校１年生のための
通級指導教室説明会

問い合わせ先  
▷入園・保育内容などに関すること　各幼稚園
▷制度に関すること　こども未来課保育担当

  ☎️（584）1111㈹　F（584）1115

市内私立幼稚園　
平成30年度の新入園児を募集します

対象　満３〜５歳児
※ただし、満３歳児の受け入れについては、各園に問い

合わせてください。
受付開始日　11月１日㈬（申し込む園に要問い合わ

せ）
※願書は、10月１日㈰以降に、各園で配布します。また、有

料の場合がありますので、申し込む園に確認してくださ
い。

○幼稚園説明会
　　各園の保育内容や料金について説明会を行いま

　来年４月に小学校へ入学予定の子どもの、言葉の発
達やコミュニケーションなどに不安のある保護者を対象
に、通級指導教室の説明会を行います。

日時　９月25日㈪
　午後１時30分〜（１時間程度）
場所　ハート館かすが
※駐車場はありません。
内容　指導内容の説明、教室内の見学、質疑応答など
申込方法　９月22日㈮までに、電話で申し込む

す。下表で日程を確認し、参加してください。
○長時間預かり
　　通常の保育時間外に子どもを預かります。詳しく

は、各園に問い合わせてください。
○私立幼稚園就園奨励費
　　市は、「私立幼稚園就園奨励費補助金」として、私

立幼稚園の在園児の保育料などの負担に対し、保護
者の所得や通園・通学するきょうだい児の人数など
に応じて定める金額を助成しています。

※恵星幼稚園は、「子ども・子育て支援新制度」に移行
しているため、私立幼稚園就園奨励費の対象外です
が、世帯の所得に応じて保育料を決定します。その際
の保育料の金額は、私立幼稚園就園奨励費相当分を
差し引いて設定しています。

園名 所在地 電話番号 幼稚園説明会 保育時間（長時間預かり）

泉ヶ丘幼稚園 泉2-2 ☎（574）4154 10月13日（金）
午前10時～11時

午前9時～午後2時30分
（～午後6時）

春日小鳩幼稚園 岡本1-86 ☎（581）5905 10月1日（日）
午前10時～正午

午前10時～午後2時
（～午後4時、以降要相談）

春日幼稚園 春日3-42 ☎（501）3425 10月17日（火）
午前10時30分～11時30分

午前8時～午後2時
（～午後6時）

くすの木幼稚園 若葉台西6-103 ☎（571）0254 10月19日（木）
午前10時30分～11時30分

午前8時30分～午後2時30分
（～午後7時）

恵星幼稚園 春日原北町4-23 ☎（501）7635 10月7日（土）
午前10時～11時30分

午前8時40分～午後2時30分
（〜午後5時30分、以降要相談）

須玖幼稚園 須玖北8-56 ☎（582）9830 10月2日（月）
午後2時～3時

午前8時30分～午後2時
（～午後7時）

宝幼稚園 宝町4-14-1 ☎（591）2414 10月14日（土）
午前10時～11時30分

午前9時20分～午後2時30分
（～午後5時）

もみの木幼稚園 上白水5-34 ☎（582）4292 10月17日（火）
午前10時30分～11時30分

午前8時30分～午後2時30分
（～午後7時）

森の木幼稚園 昇町2-85 ☎（592）3977 10月18日（水）
午前10時30分～11時30分

午前8時30分～午後2時30分
（～午後7時）
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　市は、平成29年7月に朝倉市などで発生した豪雨
災害の支援のため、７月10日から８月20日まで、個
人や団体の皆さんから、義援金を募っていました。
　これを８月29日に被災者に向けて送金しまし
た。
　募金にご協力いただきましたことを厚くお礼申し
上げます。
送 金額　113万１, 363円（うち市職 員 分６０ 

万１，６９９円）
送金先　日本赤十字社福岡県支部

 　　　　　　　総務課総務担当

☎️（558）1196 　F（584）1142

平成29年７月九州北部豪雨災害
被災地支援　義援金を送金

　国民年金に加入していた人が亡くなった場合、そ
の人によって生計を維持されていた家族に遺族基
礎年金が支給されます。

対象　子のある配偶者または子で、亡くなった人が
次のいずれかに該当する人

※｢子｣とは、18歳になった年度の末日までの子（障
害等級１・２級の障がいの状態にある場合は20歳
未満）が対象です。

▷死亡月の前々月までの加入期間のうち３分の２以上
保険料を納めている（免除期間を含む）、または死
亡月の前々月までの１年間に保険料の滞納がない

▷老齢基礎年金の受給資格期間が、25年以上ある
受給金額　基本額77万9,300円＋子の加算額

問い合わせ先  
▷市民課年金担当

  ☎️（584）1111㈹　F（584）1141
▷南福岡年金事務所

  ☎️（552）6112　F（554）6535

もしものときの
遺族基礎年金

　後納制度は、過去５年以内に納め忘れた国民年
金保険料を納付することで、将来の年金額を増やす
ことができるものです（平成30年9月30日までの
特例）。
　なお、老齢基礎年金を受給している人などは、後
納制度の利用はできません。
　後納制度を利用するには、申し込みが必要です。
※問い合わせるときは、基礎年金番号が分かるもの

を用意してください。

問い合わせ先  
▷日本年金機構国民年金加入者ダイヤル

☎️0570（003）004
受付時間（祝日、12月29日〜１月３日は利用不可）
・月〜金曜日：午前８時30分〜午後７時
・第２土曜日：午前９時〜午後５時

▷日本年金機構南福岡年金事務所

☎️（552）6128　F（541）7649

国民年金保険料
５年の後納制度

　公民館改修工事のため、大谷地区自治会の事務
室を一時移転します。

仮移転先　大谷４‒７‒１（公民館敷地内）
※公民館南側の多目的広場にプレハブを建てて、仮

事務所にします。
仮移転期間　９月17日〜平成30年3月下旬

問い合わせ先  大谷地区自治会
☎️（574）5656（F兼用）※移転前と同じです。

大谷地区自治会事務所
一時移転します

▲大谷公民館と多目的広場

問い合わせ先
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学校給食の献立の充実、食育の推進に役立てる

学校給食料理コンクール
　8月3日、ふれあい文化センターで行われた学校
給食コンクールに、市内全12小学校の調理員が参
加しました。
　献立は実際に学校給食で利用できるもので、栄
養的・嗜

し こ う
好的に考慮され、1校3人、調理時間40分

以内、加工食品を使用せず、全て手作りするなど、
さまざまな規定のもと審査が行われました。
　結果は、日の出小学校が1位で「みんなで考え
た献立で受賞できてうれしい」と調理員の古

こ が
賀

由
ゆ み こ

美子さんは感想を述べました。
▲日の出小の調理員の皆さんと栄養教諭

　7月30日、まちづくり支援センターぶどうの庭
で、同講座の第２回目、「在宅医療専門医に聞く」
講座があり、40人近い市民が参加しました。
　講師は、緩和ケア内科医の松

ま つ お
尾勝

かついち
一さんと、訪

問看護師の長
ながさき

崎美
み ほ こ

保子さん。「孤独死、老々介護が
叫ばれる中、最期のみとりまでをご近所の力でサ
ポートしていこう」という講義がユーモアたっぷり
に行われました。
　参加者は真剣にメモを取りながら納得した様子
で講義を聞いていました。

（広報レポーター　長
な が た

田豊
と よ き

喜）

地域での支え合いが大切です
ぶどうの庭　ご近助力アップ講座

広報
レポーター
だより

▲参加者に講義を行う講師たち

市を守るために訓練は欠かしません

第47回消防操法大会

　市民の生命や、財産を守るため、消防団の消防技
術の向上や士気高揚を目的として、８月19日、春日
東中学校で市消防操法大会を実施しました。
　当大会では、ポンプ車操法と小型ポンプ操法の
２つの競技種目が設けられ、ポンプ車の部では東
分団が優勝、西分団が準優勝、小型ポンプの部で
は北分団が優勝、西分団が準優勝しました。
　優勝した両分団は9月17日に行われる、第24回
筑紫地区消防操法大会に出場します。

▲ホースを搬送する団員
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７月８日にふれあい文化センターで行った第67回「社会を明るくする運
動」推進大会の一環として、市内の３中学校から募集した作文の優秀作品
（原文のまま）を、９月１日号から３回に渡って紹介しています。

から始めてもよいと思うのです。
　このように「ありがとう」や行動を通して感謝の気持
ちを伝えることで、自分から周りの人へと笑顔の花を咲
かせることができ、きっと今以上に笑顔が増えると私は
思います。
　私はここまで「ありがとう」と日本語だけで表現して
きましたが「T

サンキュー
hank you」や「

カムサハムニダ
」など「あり

がとう」は世界中に存在している言葉です。
　そう考えると「ありがとう」は日本社会だけでなく世
界中を照らす大きな光となり、世界をも明るくすること
ができると思います。
　その一方、世界では犯罪、非行によって命を落とす
人が多くおり、今日もどこかでつらい思いをしている人
がいます。
　犯罪・非行は悲しみや憎しみを生むだけであり何が
あっても手を出してはいけないと私は思います。
　しかし、時代の流れと共に犯罪や非行は悪質化しこ
のままでは、これから先も犯罪・非行は決してなくなりそ
うにありません。
　だからこそ世界共通である感謝の言葉「ありがとう」
のもつ力のすばらしさを私達から世界へと広げていく
必要があります。
　私達が日頃から感謝の気持ちを持ち「ありがとう」を
伝えることで、これからの社会は必ず、少しずつ変わっ
ていくはずです。
　そして、十年後、百年後には世界中で様々な思いを
込めた「ありがとう」が飛び交い、みんなが笑顔で過ご
していると思います。
　太陽よりも明るい社会をつくるために私は
　「ありがとう。」
　この一言を大切にしていこうと思います。

　「ありがとう。」
　誰もが一度は使ったことがある言葉だと思います。
　普段さりげなく使っている「ありがとう」の一言が私
はこの社会を明るくするための第一歩へつながってい
ると思います。
　「ありがとう」とは、感謝の気持ちを伝える時やお礼
の気持ちを表す時に使う言葉です。
　私は以前、友達と一緒に地域清掃に参加したことが
あります。
　時間いっぱい清掃に取り組み、公民館をすみずみま
できれいにすることができました。
　すると地域のおじさんが私達にこう言ってくださいま
した。
　「あなた達のおかげでとてもきれいになったよ、あり
がとう。」
　私は一生懸命、清掃に取り組んで良かったと思うと
同時に、とてもうれしく思いました。
　「ありがとう」を使った人も言われた人もお互い笑顔
になれる、これが「ありがとう」という言葉のすごいとこ
ろだと思います。
　「ありがとう」を使うと相手も自分も笑顔になれる。
　そして笑顔になると毎日が楽しくなり、毎日が楽しい
と自然と周りは明るくなる。
　この「ありがとう」という言葉が作り出す小さなつなが
りこそが社会を明るくしていくのだと私は思うのです。
　また、先輩や友達にも「ありがとうございます」や「あ
りがとう」を言うことで笑顔になることはもちろん、信頼
と友好の絆を強めることもできると思います。
　しかし中には、「ありがとう」を恥ずかしくて言えない
人もいると思います。
　そのような人は、まずは言葉にするのではなく「あり
がとう」を言うつもりで少し頭を下げるなど小さなこと

春日南中学校３年 平
たいら
　香

か ず え
寿恵

「ありがとう」からつくる社会
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侵
入
盗
に
ご
注
意
を
！

　
犯
人
は
、
鍵
の
か
か
っ
て
い
な

い
玄
関
・
窓
・
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
、

あ
な
た
の
家
に
侵
入
し
ま
す
。

　
空
き
巣
な
ど
の
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
防
犯
対

策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▽
ゴ
ミ
捨
て
な
ど
短
時
間
の
外
出

で
も
鍵
を
掛
け
る

▽
高
層
階
は
大
丈
夫
と
安
心
せ

ず
、
ベ
ラ
ン
ダ
の
鍵
も
確
実
に

掛
け
る

▽
足
場
に
な
る
物
は
、
家
の
周
り

に
置
か
な
い

▽
合
鍵
を
郵
便
受
け
な
ど
に
隠
さ

ず
、
し
っ
か
り
保
管
す
る

▽
長
期
間
留
守
を
す
る
場
合
は
、

新
聞
を
止
め
る
な
ど
、
悟
ら
れ

な
い
よ
う
に
す
る

問
い
合
わ
せ
先

▽
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

　
☎（
７
０
７
）１
１
７
７

▽
春
日
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ

く
り
推
進
室

　
☎（
５
８
０
）０
１
１
０

筑
紫
薬
剤
師
会

薬
草
観
察
会

参
加
者
募
集（
無
料
）

　
四
王
寺
山
の
薬
草
を
薬
剤
師
と
一

緒
に
楽
し
み
な
が
ら
勉
強
し
ま
す
。

※
弁
当
、
お
茶
を
用
意
し
ま
す
。

※
雨
天
時
は
薬
草
に
つ
い
て
の
講
演

（
９０
分
程
度
）を
行
い
ま
す
。

日
時　
10
月
29
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時（
集
合
：　
　

午
前
９
時
30
分
）

集
合
場
所　
太
宰
府
市
文
化
ふ
れ
あ　
　

い
館
横
多
目
的
広
場（
太
宰
府
市

国
分
４
－
９
－
１
）

定
員　
30
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
10
月
２
日
㈪
〜
16
日
㈪

に
、
薬
草
観
察
会
の
ポ
ス
タ
ー
を

掲
示
し
て
い
る
薬
局
に
あ
る
申
込

用
紙
に
記
入
し
て
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
一
般
社
団

法
人
筑
紫
薬
剤
師
会

☎（
５
７
１
）８
１
１
６

F（
５
７
１
）８
１
４
６

親
子
で
参
加
し
ま
せ
ん
か

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
語
り

秋
の
き
せ
つ
の
お
は
な
し
会

　
秋
の
季
節
に
ぴ
っ
た
り
な
話
が
、

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
３
歳
く
ら
い
か
ら
楽
し
め
ま
す
。

日
時　
10
月
７
日
㈯

　
午
前
11
時
〜（
１
時
間
程
度
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
１
階
集
会
室
Ｂ

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
図
書
館

☎（
５
８
４
）４
６
４
６

F（
５
８
４
）３
９
０
０

親
子
で
の
参
加
歓
迎

わ
く
わ
く
歴
史
体
験（
無
料
）

ど
ん
ぐ
り
ク
ッ
キ
ー
づ
く
り
＆
火
起
こ
し

　
親
子
で
一
緒
に
、
ど
ん
ぐ
り
の
粉

で
ク
ッ
キ
ー
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
当
日
は
火
起
こ
し
の
体
験
も
行
い

ま
す
。

対
象　
小
学
１
年
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時  

10
月
21
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
正
午

場
所　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

定
員  

30
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

10
月
11
日
㈬
に
当
選
者
の
み
に
連

絡
を
し
ま
す
。

申
込
方
法
　
９
月
21
日
㈭
〜
10
月
６

日
㈮
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

直
接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
奴
国
の
丘

歴
史
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

か
す
が
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ｉイ
ンｎ
社
協

不
用
品
や
眠
っ
て
い
る
品
物

出
店
し
ま
せ
ん
か

　
初
め
て
で
も
大
丈
夫
で
す
。
出
店

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
の
許
可
が

必
要
な
も
の
、
飲
食
物
、
医
薬
品

な
ど
は
出
品
で
き
ま
せ
ん
。

対
象　
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

日
時　
11
月
19
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
昇

町
３
－
１
０
１
）

出
店
料　
１
区
画
６
０
０
円（
約
４
m2
）

募
集
区
画
数
　
40
区
画（
申
込
多
数

の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法
　

9
月
18
日
㈪
・
㈷
〜
10

月
13
日
㈮（
当
日
消
印
有
効
）に
、

往
復
は
が
き
の
往
信
用
裏
面
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
主
な
出
店
物
品（
例
：
衣
類
、

子
ど
も
服
、
食
器
、
雑
貨
な
ど
）

を
記
入
し
て
、
返
信
用
表
面
に
返

信
先
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
社
会

福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課「
か
す

が
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ｉ
ｎ
社

協
」（
〒

816
－
０
８
５
１
昇
町
３
－

１
０
１
）

☎︎（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８

家
庭
で
簡
単
生
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習
会

ｉイ
ンｎ
環
境
フ
ェ
ア（
無
料
）

　
10
月
15
日
㈰
の
環
境
フ
ェ
ア
で
、

同
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
コ
ン
ポ
ス
ト
の
材
料
と
生
ご
み
を

混
ぜ
て
、
微
生
物
の
力
で
栄
養
た
っ
ぷ

り
の
堆
肥
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

用
具
の
購
入
費
補
助
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

日
時　
10
月
15
日
㈰

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　
市
役
所
正
面
玄
関
前

※
雨
天
時
は
、
市
役
所
庁
舎
内
で
行

い
ま
す
。

定
員
　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
印

鑑（
用
具
購
入
費
補
助
希
望
者
の

み
）

申
込
方
法
　
10
月
6
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご

み
減
量
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
５
７

F（
５
８
４
）１
１
４
７

イ
ベ
ン
ト  Event

環
境  Environm

ent
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み
そ
で
広
げ
る
エ
コ
の
輪

み
そ
作
り
講
座

ｉイ
ンｎ
環
境
フ
ェ
ア

　
ダ
イ
ズ
と
麹こ
う
じを
使
っ
た「
み
そ
作

り
講
座
」で
す
。
１
人
当
た
り
１
kg

を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象　
３
歳
以
上

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
15
日
㈰

　
午
後
０
時
30
分
〜

場
所　
市
役
所
２
０
７
会
議
室

材
料
費
　
１
人
１
０
０
０
円

定
員
　
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
　
９
月
15
日
㈮
〜
29
日
㈮

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
参
加
者
の

住
所
、
氏
名（
全
員
）、
年
齢
、
電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環

境
保
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
）

F（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo
@

city.kasuga.
fukuoka.jp

春
日
大
野
城

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

第
３
回
リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会

　
ご
み
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
再
利

用
で
き
る
自
転
車
の
販
売
と
、
ス

チ
ー
ル
家
具（
陶
器
な
ど
を
含
む
）の

譲
渡
を
行
い
ま
す
。

対
象　
春
日
市
・
大
野
城
市
に
住
ん

で
い
る
人

場
所　
同
プ
ラ
ザ（
春
日
公
園
６
－

２
）

展
示
期
間
　
10
月
３
日
㈫
〜
８
日
㈰

（
７
日
㈯
を
除
く
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

展
示
品
目　
自
転
車（
約
30
台
）、
ス

チ
ー
ル
家
具（
約
1
0
0
点
）、
日

替
わ
り
品（
希
望
者
は
マ
イ
バ
ッ

グ
持
参
）

申
込
方
法　
期
間
中
に
、
同
プ
ラ
ザ

で
申
込
書
を
受
け
取
り
、
必
要
事

項
を
記
入
し
た
後
、
持
参
し
た
62

円
は
が
き（
表
面
に
申
込
者
の
住

所
と
氏
名
を
記
入
、
裏
面
が
無
記

入
で
白
紙
の
も
の
）と
一
緒
に
提

出
す
る

注
意
事
項
　

▽
来
場
者（
本
人
）の
み
の
申
し
込
み

に
限
り
ま
す
。

▽
自
転
車
・
ス
チ
ー
ル
家
具
は
１
住

所
で
各
１
点
ま
で
申
し
込
め
ま

す
。

▽
同
一
住
所（
２
世
帯
も
含
む
）で
複

数
は
が
き
で
の
申
し
込
み
の
場
合

は
、
全
て
無
効
と
し
ま
す
。

▽
自
転
車
は
１
台
２
６
０
０
円（
防

犯
登
録
料
６
０
０
円
、
税
込
み
）

が
必
要
で
す
。

▽
自
転
車
の
申
し
込
み
は
、
前
回
の

当
選（
当
選
辞
退
も
含
む
）か
ら
１

年
以
上
経
過
し
た
人
が
対
象
で

す
。

▽
ス
チ
ー
ル
家
具
の
当
選
後
、
引
き

取
り
が
な
い
場
合
、
そ
の
後
の
１

年
間
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

抽
選
・
引
き
取
り

▽
申
込
多
数
の
場
合
は
、
10
月
12
日

㈭
の
午
前
９
時
に
抽
選
を
行
い
、

抽
選
結
果
を
申
込
者
全
員
に
は
が

き
で
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
当
選
品
は
、
10
月
16
日
㈪
〜
20
日

㈮
の
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

に
引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い（
引
取

期
間
厳
守
）。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
プ
ラ
ザ

☎（
５
９
６
）７
０
６
６

F（
５
９
５
）４
１
４
０

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

県
民
介
護
講
座

認
知
症
に
つ
い
て
考
え
る
つ
ど
い（
無
料
）

　
受
講
者
に
は
、「
認
知
症
の
人
を

支
援
し
ま
す
」と
い
う
意
思
を
示
す

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
渡
し
ま
す
。

日
時　
10
月
17
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
10
分

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
西
棟
１

階
ク
ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル（
原
町
３

－
１
－
７
）

内
容

○
講
演
会

　
演
題　
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」、　　

「
お
帰
り
な
さ
い
」と
い
え
る
地

域
へ

　
講
師　
河か
わ
う
ち内
正し
ょ
う
ぞ
う
三
さ
ん（
小
規
模　

多
機
能
お
さ「
弥
永
亭
」管
理

者
、ほ
っ
と
か
れ
ん
隊
発
起
人
）　

○
事
例
発
表　

　
演
題
　「
認
知
症
の
方
と
そ
の
家

族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」〜
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ

の
ま
ち
を
目
指
し
て
〜

　
発
表
者　
福
岡
市
南
区
弥
永
校
区

（
平
成
28
年
度
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
優
良
活
動
事
例
表
彰
受

賞
）

定
員
　
２
８
０
人（
申
込
先
着
順
）

※
定
員
を
超
え
て
、
受
講
で
き
な
い

場
合
は
連
絡
し
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

性
別
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
社
会
福

祉
協
議
会
介
護
実
習
課

☎（
５
８
４
）３
３
５
１

福
祉  W

elfare

F（
５
８
４
）３
３
５
４

講
演
会
や
、
疑
似
体
験
な
ど

県
介
護
業
務
普
及
・
啓
発
大
会
ふ
く
お
か

介
護
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７（
無
料
）

　
介
護
人
材
の
確
保
と
定
着
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

日
時　
10
月
29
日
㈰

　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時
30
分

場
所　
パ
ピ
ヨ
ン
24
ガ
ス
ホ
ー
ル

　
（
福
岡
市
博
多
区
千
代
１
－
17
－

１
）

内
容　

▽
岡お
か
の野
雄ゆ
う
い
ち一
さ
ん（
漫
画
家
）に
よ
る

介
護
体
験
の
講
演

▽
介
護
技
術
の
コ
ン
テ
ス
ト

▽
高
齢
者
疑
似
体
験

定
員　
5
0
0
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限
　
10
月
13
日
㈮（
必
着
）　

※
申
込
方
法
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
公
益
社
団

法
人
県
介
護
福
祉
士
会（
福
岡
市

博
多
区
博
多
駅
中
央
街
７
－
１
）

☎（
４
７
４
）７
０
１
５

F（
４
３
６
）５
２
３
４
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子
ど
も
の
か
ら
だ
と
健
康（
医
師

の
立
場
か
ら
）

　
横よ

こ
や
ま山　

隆た
か
しさ

ん（
横
山
小
児
科
医
師
）

▽
25
日
㈬

　

地
域
の
子
育
て
と
子
ど
も
の
遊

び
、
会
員
登
録

　
こ
ど
も
未
来
課
保
育
士　

時
間　
午
前
10
時
〜
正
午（
10
月
19

日
㈭
の
み
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１

－
１
２
０
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
証

明
写
真（
縦
３
cm
×
横
２・
５
cm
、

ま
か
せ
て
会
員
は
２
枚
、
ど
っ
ち

も
会
員
は
３
枚
）

申
込
方
法　
９
月
15
日
㈮
〜
29
日
㈮

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
託
児
の
有
無
を
伝
え
る

※
市
役
所
ロ
ビ
ー
、
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、

す
く
す
く
プ
ラ
ザ
に
チ
ラ
シ
を
置

い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
す
が

事
務
局

☎（
５
８
４
）７
７
０
０

F（
５
０
１
）７
０
０
５
１

働
く
先
輩
マ
マ
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

男
女
共
同
参
画
講
演
会

育
休
マ
マ
応
援
講
座（
無
料
）

　
育
休
中
の
マ
マ
や
働
く
マ
マ
に
共

通
す
る「
保
育
所
」、「
職
場
へ
の
影

響
」、「
家
事
と
仕
事
の
両
立
」な
ど

へ
の
悩
み
。

　
こ
れ
ら
の
悩
み
を
共
有
で
き
る
仲

間
も
で
き
て
、
働
く
先
輩
マ
マ
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え
る
座
談
会

方
式
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　
託
児（
無
料
、
生
後
５
カ
月
〜
４

歳
、
先
着
20
人
、
10
月
11
日
㈬
ま
で

に
申
し
込
み
）も
あ
り
ま
す
。

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
学

習
室
１

日
時　
10
月
17
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

演
題　
保
活
は
順
調
？
仕
事
も
家
庭

も
大
切
に
し
た
い
！
育
休
マ
マ
の

パ
ワ
ー
チ
ャ
ー
ジ
セ
ミ
ナ
ー

講
師　
長な
が
ひ
ろ廣　
遙よ
う
さ
ん
、
長な
が
ひ
ろ廣
百ゆ

り合

子こ

さ
ん（
Ｌロ

ジ

ス

タ

ｏ
ｇ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
株
式

会
社　
共
同
代
表
Ｃシ
ー
イ
ー
オ
ー

Ｅ
Ｏ
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
氏
名
、

連
絡
先
、
託
児
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

jy
o

n
a

sa
n

@
k

a
su

g
a

.
fukuoka.jp

親
子
で
の
交
流

応
援
し
ま
す

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

　
市
内
に
居
住
す
る
生
後
２
〜
６
カ

月（
平
成
29
年
４
月
〜
７
月
生
ま
れ
）

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
、
お
出
掛
け
デ
ビ
ュ
ー
や
友
達
づ

く
り
を
応
援
す
る
教
室
で
す
。

　
月
齢
が
近
い
子
ど
も
の
親
子
同
士

で
、
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

※
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
で
、

初
め
て
参
加
す
る
子
ど
も
が
対
象

で
す
。

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん（
託
児
な
し
）。

期
日
　
10
月
６
日
㈮
、
11
日
㈬

時
間　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー

内
容　
親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、
保
護
者
同
士
の
交
流
会
、
保

育
士
に
よ
る
相
談（
希
望
者
の
み
）

定
員　
15
組（
申
込
先
着
順
）　

申
込
方
法　
９
月
16
日
㈯
〜
30
日
㈯

の
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
子
ど
も
の
名
前
、
生

年
月
日
、
居
住
地
区
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未

来
課
児
童
担
当（
須
玖
児
童
セ
ン

タ
ー
内
）

☎（
５
７
３
）２
４
３
１

F（
５
８
４
）７
７
３
９

su
gu

-j@
city.ka

su
ga

.
fukuoka.jp

会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が

ま
か
せ
て
会
員
・
ど
っ
ち
も
会
員
講
習
会

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
か
す
が（
フ
ァ
ミ
サ
ポ
か
す
が
）

は
、「
子
育
て
の
手
伝
い
を
し
た
い

人
」が「
子
育
て
の
手
伝
い
を
し
て
ほ

し
い
人
」を
支
援
す
る
会
員
同
士
の

相
互
援
助
活
動
組
織
で
す
。
子
ど
も

が
健
や
か
に
育
ち
、
子
育
て
し
て
い

る
人
た
ち
が
安
心
し
て
社
会
生
活
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

「
ま
か
せ
て
・
ど
っ
ち
も
会
員
」講
習
会

　
同
会
員
に
な
る
た
め
の
講
習
会
で

す
。
今
回
、
全
日
程
の
出
席
が
で
き

な
い
場
合
は
、
次
回
の
講
習
会
で
未

受
講
分
を
受
け
る
こ
と
で
、
会
員
登

録
が
で
き
ま
す
。
フ
ァ
ミ
サ
ポ
会
員

や
講
習
に
興
味
が
あ
る
市
民
も
受
講

（
１
日
の
み
受
講
も
可
）で
き
ま
す
。

受
講
は
無
料
で
、
託
児（
無
料
、
生

後
３
カ
月
以
上
、
定
員
10
人
）も
あ

り
ま
す
。

※
子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
、
子
育
て
支
援

員
は
、
一
部
受
講
免
除
が
あ
り
ま

す
。

日
時
・
内
容
・
講
師

▽
10
月
18
日
㈬

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
の
仕
組
み
と
活
動
、
子
ど
も

の
遊
び

　
同
セ
ン
タ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

▽
19
日
㈭

　
子
ど
も
の
事
故
と
安
全
に
つ
い
て

（
救
命
講
習
）

　
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

警
防
課
救
急
隊
員

　
※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て　

く
だ
さ
い
。

▽
20
日
㈮

　

気
持
ち
の
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
た
め
に

　
森も
り
た田
理り

か香
さ
ん（
筑
紫
女
学
園
大

学
人
間
科
学
部
准
教
授
）

▽
24
日
㈫

子
育
て  Parenting
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大切な地球を守るために

問い合わせ先  環境課環境保全担当
☎（584）1111㈹   F（584）1147

エコドライブ
　これからは暑さも和らぎ、紅葉
狩りや温泉巡りなどに、車で出掛
ける機会も増えてきます。今回は、
家計や地球に、そして安全面にも
配慮した運転、エコドライブのポ
イントを紹介します。

①渋滞を避け、余裕をもって出発
する

②タイヤの空気圧を点検・整備する

③不要な荷物は降ろす

④緩やかにアクセルを踏んで発進
する、ふんわりアクセル「ｅイース
タート」を心掛ける

⑤車間距離にゆとりをもって、加
速や減速を少なくする

⑥減速時は早めにアクセルを離す

⑦窓を開け、熱を逃がした後にエ
アコンをつけるなど工夫し、適
切にエアコンを使用する

⑧無駄なアイドリングはやめる

⑨走行の妨げとなる駐車はやめる　

⑩自分の車の燃費を把握すること
を習慣にする。日々の燃費を把
握すると自分のエコドライブ効
果が実感できる

▷参照　エコドライブ普及推進協議
会（http://www.ecodrive.jp/）

始
め
ま
せ
ん
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

春
日
市
一
斉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
地
域
の
行
事
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

※
会
場
に
は
、
公
共
交
通
機
関
で
来

て
く
だ
さ
い
。

対
象　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心

が
あ
る
小
学
校
高
学
年
以
上（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）の
人

内
容

○
奴
国
あ
ん
ど
ん
祭
り（
少
雨
決
行
）

　
日
程　
10
月
14
日
㈯

　
時
間

　
▽
午
前
10
時
〜
正
午

　
▽
午
後
１
時
〜
３
時

　
場
所　
春
日
公
園（
原
町
３
－
１

－
４
）

　

※
集
合
は
、
野
球
場
ラ
イ
ト
側

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付
テ
ン
ト
で

す
。

　
内
容
　
あ
ん
ど
ん
設
置
作
業
な
ど

　
定
員
　
50
人
程
度

　
申
込
期
限
　
10
月
２
日
㈪

○
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ

　
日
程
　
10
月
22
日
㈰

　
時
間

　
▽
午
前
10
時
〜
正
午

　
▽
午
後
１
時
〜
３
時

　
場
所
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

　
内
容
　
ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ
、
抽
選

会
な
ど
の
活
動

　
定
員
　
20
人
程
度

　
申
込
期
限　
10
月
12
日
㈭

持
っ
て
く
る
も
の　
動
き
や
す
い
服

装
、
飲
み
物
、
手
袋（
奴
国
あ
ん

ど
ん
祭
り
）

申
込
方
法　
各
申
込
期
限
ま
で
に
、

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、
年

齢（
小
学
生
は
学
年
）、電
話
番
号
、

参
加
希
望
時
間
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
か
す
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
５
０
１
）１
１
３
６

F（
５
８
１
）７
２
５
８

kasuga-volo@
aioros.ocn.

ne.jp

平
成   29
年
度
第
４
回

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

抽
選
方
式

　
県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

※
申
込
手
数
料
は
不
要
で
す
。

申
込
期
間　
９
月
28
日
㈭
〜
10
月
６

日
㈮

※
詳
し
く
は
募
集
案
内
書
を
見
て
く

だ
さ
い
。
募
集
案
内
書
は
申
込
期

間
中
の
み
市
役
所（
総
合
案
内
、

管
財
課
）、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
に

設
置
し
ま
す
。
な
く
な
り
次
第
配

布
を
終
了
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
住
宅
供

給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部
管
理
課

☎（
７
８
１
）８
０
２
９

F（
７
２
２
）１
１
８
１

聴
覚
障
が
い
者
向
け

字
幕
ビ
デ
オ
制
作

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座（
無
料
）

　
県
内
に
居
住
す
る
人
を
対
象
に
、

募
集  Recruitm

ent

し
た
講
座
で
す
。

　
講
座
終
了
後
に
字
幕
ビ
デ
オ
制
作

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
る

人
を
募
集
し
ま
す
。

日
程　
10
月
19
日
〜
12
月
21
日
の
毎

週
木
曜
日（
11
月
９
日
、
23
日
を

除
く
全
８
回
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

県
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

（
原
町
３
－
１
－
７
ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ザ
東
棟
３
階
）

定
員
　
８
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
　
は
が
き
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
住
所（
郵
便
番
号
）、
氏
名
、
電

話
番
号
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
、
志

望
動
機
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
聴
覚
障 

害
者
セ
ン
タ
ー（
〒
816
－
０
８ 

０
４
原
町
３
－
１
－
７
）

☎︎（
５
８
２
）２
４
１
４

F（
５
８
２
）２
４
１
９
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今
回
は
日
本
の
食
文
化
の
伝

承「
調
理
」編
で
す
。

　
「
和
食
」は
、
煮
る
・
焼
く
・

揚
げ
る
・
蒸
す
・
生
の「
五
法
」

が
あ
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
献
立
で
、
食
卓
を
彩
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
中
で
最
も
特
徴
的
な
調

理
方
法
が「
生
」で
、
鮮
度
の
良

い
海
産
物
な
ど
を「
刺
身
」や「
に

ぎ
り
寿
司
」に
し
て
食
べ
る
習
慣

が
あ
り
ま
す
。

　
生
の
調
理
の
際
は
殺
菌
効
果
の

あ
る
酢
や
わ
さ
び
な
ど
を
使
い
、

大
葉
や
シ
ョ
ウ
ガ
な
ど
防
菌
効
果

の
あ
る
も
の
を
添
え
る
こ
と
で
、

衛
生
的
で
見
た
目
に
も
お
い
し
く

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

近
年
、
加
熱
調
理
は
電
子
レ

ン
ジ
の
普
及
な
ど
で
便
利
に
な

り
ま
し
た
が
、
素
材
の
味
を
生

か
し
な
が
ら
、
お
い
し
く
、
美

し
く
食
べ
ら
れ
る「
和
食
」の
調

理
法
で
あ
る「
五
法
」を
見
直
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

の

食ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

ア
ド
バ
イ
ス

音
楽
に
合
わ
せ
た
運
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

脳
と
か
ら
だ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

や
さ
し
め
コ
ー
ス（
無
料
）

　
音
楽
に
合
わ
せ
た
運
動
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
形
式
の
脳
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
中
心
に
、
脳
と
体
の
活
性
化
を

行
う
楽
し
い
教
室
で
す
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

兼
ね
て
お
り
、
修
了
者
に
は「
認
知

症
の
人
を
支
援
し
ま
す
」と
い
う
意

思
を
示
す
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
渡
し

ま
す
。

対
象　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
市
民

で
、
座
っ
た
ま
ま
で
の
運
動
が
可

能
な
人

※
６
〜
７
月
開
催
の「
脳
と
か
ら
だ

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室（
チ
ャ
レ

ン
ジ
コ
ー
ス
）」に
参
加
し
た
人

は
、
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

期
日　
10
月
17
日
〜
11
月
21
日
の
毎

週
火
曜
日（
全
６
回
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

講
師　
三み

ね根
小こ

ず

え
珠
恵
さ
ん（
介
護
福

祉
士
）　

定
員
　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

直
接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
高

齢
者
支
援
担
当

☎（
５
５
８
）１
２
０
５

F（
５
８
４
）３
０
９
０

運
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
が
指
導

健
康
ウ
ォ
ー
ク
開
催（
無
料
）

　
ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
が
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
前
の
ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
正
し
い

歩
き
方
ま
で
指
導
し
ま
す
。

　
体
力
に
合
わ
せ
て
７
km
と
４・
５

km
の
コ
ー
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。　
　

　
雨
天
中
止
で
す
。

※
歩
き
や
す
い
服
装
、
靴
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
コ
ー
ス

▽
９
月
27
日
㈬　

泉
・
新
幹
線
下

コ
ー
ス

▽
10
月
４
日
㈬　
春
日
公
園
コ
ー
ス　

時
間　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30　

分（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

集
合
場
所
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階

ロ
ビ
ー

持
っ
て
く
る
も
の　
タ
オ
ル
、帽
子
、

飲
み
物

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー
ツ
課

健
康
増
進
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

食
生
活
に
関
す
る
悩
み

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談（
無
料
）

　

管
理
栄
養
士
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

※
前
日
ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

対
象　

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る

人
、
子
ど
も
の
食
事
が
気
に
な
る

人
な
ど

期
日
　
９
月
19
日
㈫
、
10
月
19
日
㈭

時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

の
う
ち
の
１
時
間
程
度

場
所
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
会
議

室
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
ス

ポ
ー
ツ
課
成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
担
当

グ
ル
ー
プ
ダ
ン
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ン
ス
教
室
体
験
会

　
シ
ン
プ
ル
な
動
き
か
ら
始
ま
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
ダ
ン
ス
の
動
き
を
取
り

入
れ
、
最
新
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
ダ

ン
ス
を
し
ま
す
。
踊
る
楽
し
さ
や
表

現
す
る
楽
し
さ
、
音
楽
に
合
わ
せ
て

体
を
動
か
す
喜
び
を
体
感
で
き
る
教

室
で
す
。

対
象　
こ
れ
か
ら
ダ
ン
ス
を
始
め
た

い
と
考
え
て
い
る
子
ど
も

期
日　
９
月
23
日
㈯
・
㈷

ク
ラ
ス

○
ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ン
ス

　
対
象
　
４
歳
以
上
の
未
就
学
児

　
時
間　
午
前
10
時
15
分
〜
11
時
15

分

○
ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ン
ス
＋（
プ
ラ
ス
）

　
対
象　
小
学
校
低
・
中
学
年

　
時
間　
午
前
11
時
15
分
〜
午
後
0

時
15
分
ま
で

場
所　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
１

体
験
料
金　
５
０
０
円

定
員　
各
20
人（
先
着
順
）

※
入
金
し
た
順
に
受
け
付
け
ま
す

持
っ
て
く
る
も
の　
屋
内
シ
ュ
ー
ズ

（
上
履
き
）、
動
き
や
す
い
服
装
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
し
込
み
・
申
込
方
法
　
９
月
15
日

㈮
の
午
前
８
時
50
分
か
ら
、
直
接

窓
口
か
電
話
で
申
し
込
み
、
当
日

ま
で
に
入
金
し
た
順
で
受
け
付
け

問
い
合
わ
せ
先　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

☎（
５
７
１
）３
２
３
４

F（
５
８
５
）１
６
３
４

ス
ポ
ー
ツ  Sports

健
康  Health
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春
日
公
園
で
開
催

身
近
な
も
の
で
で
き
る

テ
ー
ピ
ン
グ
・
ア
イ
シ
ン
グ
講
座

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
中

に
け
が
を
し
た
と
き
、
家
庭
に
あ
る

身
近
な
も
の
で
で
き
る
、
初
期
対
応

の
講
座
で
す
。

日
時
　
10
月
７
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
、
午
後
２
時
〜

講
師　
石い
し
も
と本
貴た
か
あ
き昭
さ
ん（
元
プ
ロ
野

球
選
手
）

参
加
費
　
３
０
０
円（
保
険
代
、
道

具
代
）

定
員
　
15
人

申
込
方
法
　
９
月
23
日
㈯
の
午
後
５

時
ま
で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
春
日
公
園

管
理
事
務
所

☎（
５
９
２
）０
５
４
４

F（
４
０
４
）０
５
０
１

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
本
部

甲
種
防
火
管
理

新
規
講
習
会

　
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の

社
会
福
祉
施
設（
10
人
以
上
収
容
）、

店
舗
や
飲
食
店
な
ど
の
不
特
定
多
数

の
人
が
出
入
り
す
る
建
物（
30
人
以

上
収
容
）、
工
場
や
共
同
住
宅
な
ど

（
50
人
以
上
収
容
）は
、
消
防
法
で
防

火
管
理
者
を
選
任
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得

す
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

※
遅
刻
、
途
中
退
席
し
た
場
合
は
、

講
習
を
修
了
し
た
と
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
。

日
程
　
10
月
17
日
㈫
、
18
日
㈬

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所　
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消

防
本
部（
春
日
２
－
２
－
１
）

受
講
料
　
３
５
０
０
円

定
員
　
60
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
　
９
月
17
日
㈰
以
降
、
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免

許
証
な
ど
）を
持
参
し
、
同
消
防

本
部
、
消
防
署
、
各
出
張
所
の
い

ず
れ
か
に
提
出
す
る（
電
話
、
郵

送
で
の
申
し
込
み
不
可
）

※
申
込
書
は
、
消
防
署
窓
口
か
、
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト（http://fukuoka.

kon119.or.jp

）か
ら
入
手
で
き

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
本

部
予
防
課
指
導
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
５

F（
５
８
４
）１
２
０
０

福
岡
法
務
局

全
国
一
斉

休
日
相
談
所
開
設

　
相
続
登
記
や
公
証
証
書
、
境
界
ト

ラ
ブ
ル
、人
権
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、

法
務
局
職
員
や
司
法
書
士
な
ど
が
無

料
で
相
談
を
受
け
ま
す
。

日
時　
10
月
１
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
同
法
務
局
本
局（
福
岡
市
中

央
区
舞
鶴
３
－
５
－
25
）

申
込
期
間　
９
月
29
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
法
務
局

民
事
行
政
調
査
官
室

☎ （
７
２
１
）９
３
８
３

神
宿
る
島　
沖
ノ
島

市
郷
土
史
研
究
会

歴
史
講
演
会（
無
料
）

　
今
年「
神
宿
る
島
」と
し
て
ユ
ネ
ス

コ
に
よ
り
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

沖
ノ
島
に
関
連
し
て
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　
10
月
22
日
㈰　

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
研
修

室
演
題　
神
宿
る
島　
沖
ノ
島
と
そ
の

信
仰

講
師　
牛う
し
じ
ま島
英ひ
で
と
し俊
さ
ん（
県
文
化
財

保
護
指
導
員
）

定
員
　
70
人（
当
日
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先　
市
郷
土
史
研
究

　
会　
髙た
か
き木

☎（
５
９
３
）０
８
５
０（
F
兼
用
）

親
子
で
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か

外
国
人
講
師
に
よ
る

秋
期
親
子
英
会
話
講
座

　
英
語
を
母
国
語
と
す
る
講
師
に
よ

る
親
子
英
会
話
講
座
で
す
。

　
９
月
23
日
㈯
・
㈷
に
、
無
料
体
験

講
座
も
行
い
ま
す
。

※
無
料
体
験
講
座
は
、
９
月
21
日
㈭

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

対
象　
３
歳
〜
小
学
１
年
生
と
そ
の

保
護
者

日
程　
10
月
〜
平
成
30
年
３
月
の
毎

月
第
２・４
土
曜
日(

全
12
回)

内
容
・
時
間

▽
３
〜
４
歳
児
ク
ラ
ス
：
午
後
１
時

30
分
〜
２
時
20
分

▽
５
歳
〜
小
学
１
年
生
ク
ラ
ス
：
午

後
２
時
30
分
〜
３
時
20
分

場
所
　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新

館
研
修
室
４

受
講
料　

月
額
１
組
２
５
０
０
円

(

６
カ
月
分
前
納
、
子
ど
も
２
人

目
以
降
の
追
加
は
、
１
人
当
た
り

月
額
１
０
０
０
円)

※
同
伴
の
３
歳
未
満
の
幼
児
は
無
料

で
す
。

定
員
　
10
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
国
際
交

流
協
会　
田た
ぶ
ち渕

☎（
５
９
６
）６
９
５
６（
F
兼
用
）

事
務
所
が
移
転
し
ま
し
た

県
労
働
委
員
会
移
転
記
念

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

　
公
正
中
立
な
立
場
で
、労
働
組
合・

使
用
者
間
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
無
料

で
手
伝
う
行
政
機
関
で
す
。

移
転
日　
９
月
19
日
㈫

移
転
場
所　
県
吉
塚
合
同
庁
舎
７
階

（
福
岡
市
博
多
区
吉
塚
本
町
13
－

50
）

※
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
は
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

○
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

　
日
時　
11
月
10
日
㈮

　
　
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
場
所　
県
吉
塚
合
同
庁
舎
８
０
３

会
議
室　

　
演
題　
新
し
い
働
き
方
と
私
た
ち

の
未
来

　
定
員
　
１
０
０
人

問
い
合
わ
せ
先　
同
事
務
局
審
査
課

☎（
６
４
３
）３
９
８
２

F（
６
４
１
）４
４
５
５

そ
の
他  etc

講
演
・
講
座  Lecture
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神
社
は
、村
の
統
合
の
中
心
で
し

た
。そ
の
神
社
の
維
持
や
祭
礼
の
た

め
の
費
用
を
賄
う
田
畑
が
あ
り
ま
し

た
。春
日
地
区
に
は
、そ
れ
に
関
す
る

地
名
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
「
御ご

く
う
で
ん
供
田
」は
、現
在
も
公
園
の
名

前
に
残
さ
れ
て
お
り
、春
日
野
小
学

校
辺
り
の
地
名
で
す
。字あ

ざ
を
見
れ
ば
、

春
日
神
社
に
供
す
る
た
め
の
田
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
「
か
わ
ら
け
だ（
土
器
田
）」は
、塚

原
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、正
確

な
場
所
は
分
か
り
ま
せ
ん
。「
か
わ
ら

け
」は
素
焼
き
の
土
器
の
意
味
で
、弥

生
式
土
器
が
薄
く
な
っ
た
よ
う
な
も

の
で
す
。中
世
で
は
宴
会
な
ど
の
飲

食
の
と
き
に
多
く
使
わ
れ
、終
わ
る
と

破
棄
さ
れ
て
い
ま
し
た
。今
で
も
神

社
の
お
神み

き酒
を
い
た
だ
く
と
き
に
使

わ
れ
ま
す
。春
日
神
社
で
も
祭
礼
の

際
に
使
用
す
る「
か
わ
ら
け
」の
費
用

に
充
て
る
た
め
の
田
と
推
定
さ
れ
ま

す
。

　
「
び
し
ゃ
だ（
武
射
田
）」は
、「
ぶ

し
ゃ
だ
」と
も
言
わ
れ
、さ
ま
ざ
ま
な

漢
字
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。場
所

は
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
線
本
線
の
西
側
、春

日
公
園
１
丁
目
辺
り
と
考
え
ら
れ
ま

す
。各
地
に
、毘
舎
田（
飯
塚
市
八
木

山
）、毘
砂
田（
鞍
手
町
室
木
）、飛
車

田（
糸
島
市
井
原
）、武
者
田（
北
九

州
市
八
幡
西
区
黒
崎
）な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、本
来
同
じ
意
味
で
す
。

　

春
日
で
の
江
戸
時
代
の
記
録
は

「
武
射
田
」と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ

も
よ
く
意
味
が
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
「
び
し
ゃ
」、「
ぶ
し
ゃ
」は
歩
射
の

こ
と
で
す
。弓
を
射
る
の
は
騎
射
と

歩
射
が
あ
り
ま
す
。騎
射
は
馬
に
乗
っ

て
、弓
を
射
る
こ
と
で
す
。平
安
時
代

か
ら
鎌
倉
時
代
の
武
士
た
ち
は
、戦

い
の
と
き
馬
上
か
ら
弓
を
射
て
い
ま

し
た
。現
在
で
も
流や

ぶ
さ
め
鏑
馬
と
し
て
、各

地
の
祭
礼
に
残
って
い
ま
す
。歩
射
は

立
って
弓
を
射
る
こ
と
で
す
。神
社
で

弓
を
射
る
こ
と
は
、悪
霊
を
払
う
意

味
が
あ
り
ま
す
。

　
中
世
の
村
は
害
獣
の
駆
除
や
、村

の
防
衛
の
た
め
普
通
に
弓
や
槍や

り
を
常

備
し
て
い
ま
し
た
。若
者
は
、日
常
的

に
弓
を
訓
練
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
弓
は
村
に
と
って
重
要
な
も
の
で
、

技
術
の
維
持
の
た
め
技
を
競
う
神
事

が
村
の
大
事
な
行
事
と
し
て
あ
り
ま

し
た
。「
ぶ
し
ゃ
だ
」は
、こ
の
神
事
の

費
用
に
充
て
る
田
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
他
に
江
戸
時
代
の
記
録
に
は
、粢

田（
し
と
き
で
ん
、し
と
き
だ
）、直
会

田（
な
お
ら
い
で
ん
、な
お
ら
い
だ
）な

ど
が
あ
っ
た
こ
と
が
、記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。粢
は
神
前
に
挙
げ
る
餅
の一種

で
す
。直
会
は
神
事
に
参
加
し
た
者

が
、神
の
前
で
神
酒
や
神し

ん
せ
ん饌
を
い
た

だ
く
行
事
で
す
。こ
れ
ら
の
費
用
に

充
て
る
た
め
の
田
で
す
。

　
春
日
地
区
に
お
け
る
、春
日
神
社

の
存
在
の
大
き
さ
が
分
か
り
ま
す
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会

寺て
ら
さ
き崎
直な
お
と
し利

 

春
日
風
土
記

第321号

　
春
日
の
地
名

　

＝
春
日
神
社
と「
田
」の
地
名
＝

協
力
し
て
く
だ
さ
い

第
５
回
北
部
九
州
圏

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査

　
福
岡
県
、
佐
賀
県
、
北
九
州
市
、

福
岡
市
が
主
体
と
な
り
、
10
〜
12
月

に
か
け
て
、「
人
の
１
日
の
動
き
」に

つ
い
て
の
交
通
実
態
調
査（
パ
ー
ソ

ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
）を
実
施
し
ま
す
。

　
今
後
の
交
通
計
画
や
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
な
ど
を
考
え
る
た
め
、
選

ば
れ
た
約
28
万
６
０
０
０
世
帯
へ
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
県
都
市
計
画
課

☎（
６
４
３
）３
７
１
２

F（
６
４
３
）３
７
１
６

２
０
１
８
年
版

県
民
手
帳

予
約
申
し
込
み
開
始

　
在
庫
が
無
く
な
り
次
第
、
受
け
付

け
を
締
め
切
り
ま
す
。

規
格（
縦
×
横
）・
価
格
・
色

▽
ポ
ケ
ッ
ト
判（
１
３
５
㎜
×
73

㎜
）・
５
０
０
円
・
黒

▽
標
準
判（
１
６
２
㎜
×
84
㎜
）・

６
０
０
円
・（
黒
／
茶
／
ア
イ
ス

グ
レ
ー
／
バ
ニ
ラ
／
紺
）

▽
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
判（
２
１
０
㎜
×

１
５
０
㎜
）・
１
０
０
０
円
・
黒

申
込
方
法　

申
込
書
を
郵
便
か
フ 

ァ
ッ
ク
ス
で
送
る
か
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（http://w

w
w

.fuku 
okatokei.jp/

）か
ら
申
し
込
む

※
申
込
書
は
、
地
域
づ
く
り
課（
市

役
所
４
階
）か
、
各
地
区
公
民
館

に
置
い
て
い
ま
す
。

※
手
帳
発
送
時
に
、
同
封
し
て
い
る

振
込
用
紙
で
振
り
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

発
送
時
期　
11
月（
予
定
）

申
込
先　
県
統
計
協
会（
福
岡
市
博

多
区
東
公
園
７
ー
７
）

☎（
６
４
１
）３
５
６
０

F（
６
４
３
）３
１
９
２

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
づ
く
り
課
商

工
農
政
担
当

公
演
中
止
の
お
わ
び

　

エ
イ
・
メ
ッ
セ
９
月
号
掲
載
の

「
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ブ
ラ
ボ
ー　

タ
ン

ゴ
ト
リ
オ
」に
つ
い
て
、
ホ
ー
ル
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
都
合
に
よ
り
、
12
月

２
日
㈯
の
開
催
が
困
難
と
な
り
ま
し

た
。
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
別
日
程
で
の
実
施
に
向
け

て
調
整
中
で
す
。
確
定
次
第
、エ
イ・

メ
ッ
セ
紙
面
な
ど
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
文
化
振
興
課
事
業

担
当

☎（
５
８
４
）３
３
６
６

F（
５
０
１
）１
６
６
９

▲春日神社
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さ
ん
ぽ
み
ち

「
長
寿
の
秘ひ

訣け
つ
」

　

敬
老
の
日
が
近
づ
き
、
祖
父

や
祖
母
の
こ
と
を
思
い
浮
か

べ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
▼
私
に
は
今
年
で
91

歳
に
な
る
元
気
な
祖
父
が
い
ま

す
。
曽
祖
母（
祖
父
の
母
）も
長

生
き
だ
っ
た
の
で
、
長
寿
は
遺

伝
す
る
の
か
な
と
個
人
的
に

思
っ
て
い
ま
す
▼
２
人
に
共
通

す
る
長
寿
の
秘
訣
は
何
か
と
考

え
て
み
る
と「
趣
味
が
あ
る
」と

い
う
こ
と
で
し
た
。
曽
祖
母
は

庭
い
じ
り
、
祖
父
は
囲
碁
が
趣

味
で
す
。
ど
ち
ら
も
手
先
を
使

い
、
想
像
力
を
働
か
せ
る
も
の
。

趣
味
を
楽
し
む
こ
と
が
、
自
然

と
長
生
き
に
つ
な
が
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
▼
ち
な
み
に
、

祖
父
の
口
癖
は「
自
分
ほ
ど
幸

せ
な
人
間
は
い
な
い
」で
す
。

心
の
健
康
も
、
長
寿
に
は
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
ね
▼
元
気
に

歳
を
重
ね
る
た
め
に
、
私
も
趣

味
を
探
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。
趣
味
が
あ
る
方
も
な
い
方

も
、
ス
ト
レ
ス
発
散
に
な
る
こ

と
や
心
が
落
ち
着
く
こ
と
を
し

な
が
ら
、
秋
の
夜
長
を
楽
し
ん

で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ゆ

相 談 窓 口 ※いずれも無料です。また、日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。

法律・生活・行政など
●春日市無料法律相談　☎（584）1148

第3水曜日／10時〜16時／市役所／
第1水曜日9時以降の平日に電話予約／先着15人

●春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど／
月〜金曜日／10時〜12時15分、13時〜16時／じょなさん

●定例行政相談　☎（584）1111（代表）
国の行政に関すること／第4火曜日／10時〜15時／市役所

●福岡県交通事故相談所　☎（643）3168☎（622）0403　
月〜金曜日／9時〜17時（受付は16時まで）／福岡県庁

子育て・子どもの悩み、児童福祉
●春日市子ども・子育て相談センター　☎（584）1015 F（501）0051

月〜金曜日／8時30分〜17時／いきいきプラザ
●児童虐待相談　児童相談所全国共通：189（いちはやく）
●福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023

月〜金曜日／8時30分〜17時15分／電話相談は24時間受付
●養育費に関する電話相談　☎（584）3931

月〜金曜日／9時〜17時／第1・3土、日曜日/9時〜 16時
福岡県ひとり親家庭等就業・自立支援センター（ひとり親サポートセンター）

高齢者の介護や福祉
●北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
●南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069

月〜金曜日／8時30分〜17時

人　権
●定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201（面談相談のみ）

第1火曜日（6月を除く）／10時〜15時／市役所2階市民相談室（予
約不要）

●福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／福岡法務局筑紫支局

女性の悩み
●春日市男女共同参画センター　☎（584）1202

月〜金曜日／8時30分〜17時／じょなさん
●ちくし女性ホットライン（暴力・DV・セクハラの相談）　☎（513）7335

月・水〜金曜日12時〜19時／
土曜日10時〜 17時（祝日、年末年始を除く）

●福岡県あすばる女性相談ホットライン　☎（584）1266
月〜日曜日／9時〜17時（祝日を除く金曜日のみ18時〜20時30分）
／福岡県男女共同参画センター（8月13〜 15日、年末年始を除く）

不安・悩みごと
●福岡県警察本部犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」　☎（632）7830
　月〜金曜日（祝日・年末年始除く）／9時〜17時45分
●心配ごと相談　☎（581）7225

暮らしの問題や悩み／水曜日／13時〜16時／市社会福祉センター
●福岡いのちの電話　☎（741）4343

さまざまな悩みや不安／24時間受付／匿名可／インターネット相
談あり（http://www.inochinodenwa-net.jp)

かすがの
さすが

　山口さんは、普段は介護施設に看護師として勤務
する小柄な女性。しかし、平成27年から足かけ２年
134日間、ネパールの東西、ヒマラヤ山脈の標高
6000ｍ超を1700㎞にわたり貫くトレッキングルート

「グレイト・ヒマラヤ・トレイル」（ＧＨＴ）を完全踏破
しました。
　きっかけは、平成27年４月にネパールで起きた大
地震。過去に何度か登山で訪問していたため、支援
を申し出たところ「物資は必要ない。ネパールへ来て
くれることが復興支援です」と言われ、ＧＨＴ挑戦を
決断しました。
　GHTには、ボテ族のチェビさん他、延べ５人の現
地ポーターが同行しました。始めは寂しくて日本へ

衛星電話ばかりかけていましたが、高額請求に驚き、
拙い英語で懸命にチェビさんたちと会話をしたそう
です。登山を始めたきっかけは、40歳のとき職場で
の屋久島旅行。山に登るたびに細胞が瑞々しく満ち
ていく感覚に陥るという山口さん。ボテ族の人が一
人も日本へ来たことがないと聞き、いつか全行程を
同行してくれたチェビさんにも、日本の景色を見て
もらいたいそうです。

日本女性として初めてヒマラヤ
山脈1700㎞を踏破した

山
やまぐち

口 千
ち え こ

絵子さん（昇町・53歳）

▲エベレストの前で、山口さん(左）とチェビさん（右）
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日
の
出
町
６
丁
目
の
日
の
出
ふ
れ
あ
い
公
園
は
、閑
静
な
都

市
公
園
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
る
憩
い
の
広
場
で
す
。園
内

に
は
、春
日
市
出
身
の
彫
刻
家
大お

お
む
ら村
清き

よ
た
か隆
さ
ん
の
代
表
作
品
５

点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
彫
刻
と
と
も
に
公
園
の
顔
に
な
っ
て
い
る
の
が
、直
径

３・４
m
の
巨
大
な
銅
鏡
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
す
。こ
れ
は
、須
玖

岡
本
遺
跡
の
奴
国
王
墓
で
発
見
さ
れ
た
直
径
約
25
cmの
草
葉
文

鏡
と
い
う
銅
鏡
を
モ
デ
ル
に
し
た
も
の
で
、奴
国
王
墓
に
は
こ

の
鏡
を
含
む
30
面
ほ
ど
の
銅
鏡
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

※
裏
側
は
逆
立
ち
し
た

　
巨
大
勾
玉
が
支
え
て

　
い
ま
す
。

日
の
出
ふ
れ
あ
い
公
園
の

巨
大
銅
鏡

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
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☎（
５
０
１
）１
１
４
４　
F（
５
７
３
）１
０
７
７

▲銅鏡

▲勾玉
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